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論文の審査結果の要旨

(目的)

コンビューター断層撮影 (C T) は形態学的診断法として有用であるが，造影剤を併用すると機能的

診断にも利用できる。 CTにおける contrast enhancement (C E) の tissue plasma ratio (TP R) は，

血管外造影剤の濃度に依存する。一方，腎実質においてはほとんどの血管外造影剤は糸球体でろ過され

たものであり，腎杯へ造影剤が出るまでは， CE の TPR は単位体積当りの GFR の指標となり得ると考

えられる。そこで本研究では，種々の腎疾患患者において TPR値と IVP上の腎排j世能との比較を試みた。

(方法ならびに成績)

Control 13 名を含む 48 名の患者にのべ 62 回の検査を行った。 48 名のうち 24 例は水腎症， 6 名は

腎血管性病変， 4 名は腎孟腎炎であった。乙のうち 14 名は腎回血手術をうけ，その前後に本検査が行

われた。

3 時間の水分制限の後， CTを行った。腎の呼吸性移動を最小限にするため，腹帯を強く巻き， scanｭ

ning 中( 9.8 秒)安静呼息位で静止させた。 scout scanni ng を行った後，両側腎が最もよく描出され

る位置を決定した。次いで， 0.5mル1{g当りの 65% 7 ンギオグラフィンを肘静脈より急速注入し， 全

身l乙熱感を訴えた時を time 0 とした。前述の位置で1.5 分後に scan を行った。 scout scan, enhanｭ

ced scan の腎実質，大動脈より C T number を求め， TPR 値を以下の式にて算出した。

腎実質の CTnumber の変化 hematocrit TP R = . ----- --. - x (1 一

大動脈の CTnumber の変化 100 

また， IVP より各腎を1)正常， 2) 軽度障害， 3) 高度障害， 4) 無機能の 4 群に分類した。
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その結果， TPR値は IVP の所見とよく相関し， IVP 上造影が悪くなるにつれTPR値が低下した。

また IVPで左右差のある患者 30 名において良好側が，有意に高い TPR値を示した。腎阻血手術をう

けた 14 名の患者では，手術側のTPR値は術後著明に低 F した。一方，対側腎の TPR値の変化は小さ

く，本検査法の良好な再現性が示された。

(総括)

CE は血管内と血管外の 2 つの要素に分ける事ができる。腎においては，血管外造影剤の大部分は糸

球体ろ過によるものである。従って腎杯へ造影剤が排出されるまでの聞の TPR は部分的な GFR に相関

すると考えられる。本研究で， TPR値が IVP 上の腎機能とよく相関し，また本法が再現性の良い検査

である事が判明した。本検査法の利点は，腎機能を単位体積当りの値としてとらえ得る事にある。臨床

的には，腎部分切除，水腎症手術等，腎実質体積の変化する状態での腎機能の把握に有用であると思わ

れる。

論文の審査結果の要旨

腎のコンビューター断層撮影を用い，造撮剤急速静注後の tissue -plasma ratio (δTPR) 算出法を

考案した。正常腎機能から無機能腎に至る多数の臨床例についてムTPR を測定した結果， ムTPR 値

が従来の腎孟造影法における造影剤排池能とよく相関し，また再現性のある乙とが確認された口

6TPR 値は腎の単位体積当りの腎機能 (GFR) を示すものと考えられ，臨床的に水腎症など腎実質

の体積変化を伴う疾患の腎機能の把握にきわめて有効な方法を開発したものとして価値がある。
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